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平成24年度小規模企業振興委員名簿
氏　名
井原　一朗
勝田　達也
今井　章治
大竹　信長
岡野　保夫
君山　　毅
鈴木　豊明
山口　　章
大野　成年
久保田利一
澤辺　泰弘
桜井　　卓
杉山　建一
堀越　　礼
仲村　勝宏
中島　敏之
中嶋　邦子
鈴木　　昇
箕輪　好夫
久保寺　司
岡野　忠夫
岡野　良男
木村　宏守
篠塚　昌毅
島岡　宏明
青木　規幸
橋本信一郎
廣瀬　勝俊
吉田　　薫
説田　賢哉

事業所名
㈲石豊
勝田商事㈲
㈲今井精肉店
㈲オーム
㈱岡野工務店
㈱千代田興業
㈲鈴木工務店
山口製麺店
㈲丸八商会
㈲松庄花壇
㈲高月堂
㈱作田屋
㈲すぎやま
㈱霞月楼
㈲コゼコーポレーション
中嶋康化粧品店
㈱土浦クリーンタオル
㈲波山堂鈴木印舗
箕輪名産店
㈲久保寺製作所
㈱岡野設備工業所
辰三産業㈱
㈱木村金物店
㈱学園ビルメンテ
島岡商事㈱
㈱あおのり
㈱ハシモト
廣瀬運輸㈱
㈱ヨシダ･アート
せつた税務・不動産鑑定事務所

住    所
土浦市真鍋1－2－3
土浦市神立町3623
土浦市神立中央1－4－11
土浦市都和4－4020－22
土浦市真鍋1－18－17
土浦市神立中央5－35－6
土浦市並木3－11－8
土浦市常名485－1
土浦市神立中央５－25－２
土浦市中央２－10－6
土浦市桜町1－6－15
土浦市中央１－８－４
土浦市川口１－５－８
土浦市中央１－５－７
土浦市川口1－3－107
土浦市中央2－10－20
土浦市虫掛3338
土浦市中央1－14－1
土浦市大和町7－22
土浦市虫掛字東3279
土浦市乙戸南３－13－26
土浦市乙戸町766－5
土浦市荒川沖西2－21－4
土浦市荒川沖西2－20－4
土浦市右籾1882
土浦市西根南1－5－26
土浦市乙戸町766－9
土浦市小松2－2－4
土浦市永国872－5
土浦市天川2－22－18

ＴＥＬ
821-1386
831-0523
831-0220
824-0006
821-4747
831-1741
821-6807
821-0531
833-0303
821-6691
823-3611
821-5063
821-0677
822-2516
824-8755
821-1670
823-1204
821-5777
821-0329
821-5564
842-2830
841-1673
841-0064
842-7126
841-0296
869-7713
841-1382
821-0847
821-8880
821-8241

ＦＡＸ
821-9368
831-0562
831-0073
823-7333
822-4007
831-1766
822-8971
823-9290
833-0305
824-7485
826-0875
824-8850
821-3117
822-2518
824-8755
821-1670
823-1606
824-1271
821-0591
821-6590
842-2831
841-1720
843-3184
843-0686
841-0457
842-7746
842-9703
821-2669
822-2039
825-1448

業　種
石材業
不動産業
食肉販売
家電販売・電気工事
工務店
建材業
工務店
製麺業
クリーニング業
生花販売
菓子販売
住宅設備機器販売
和菓子販売
飲食業
美容業
化粧品販売
リース業
印鑑製造・販売
水産加工物販売
機械部品加工業
土木・管工事
物流業
金物販売
ビルメンテナンス業
燃料販売
ファイナンシャルプランナー
ウエス販売
運送業
看板製作販売
税務会計・不動産鑑定

備　考

副委員長

副委員長

委員長

　

商
工
会
議
所
は
、
国
が
認
定
し
た
経
営
指
導
員
を
配
置
し
て
、
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
の
経
営
・
金
融
・
税
務
・
経
理
・
労
務
・
特
許
・
店
舗
改

装
な
ど
経
営
の
諸
問
題
や
こ
れ
か
ら
経
営
改
善
を
行
な
う
方
々
に
対
し

て
、
相
談
・
指
導
・
斡
旋
等
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
相

談
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
当
商
工
会
議
所
で
は
管
内
各
地
に
30
名
の

「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」
を
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

　

身
近
で
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

小
規
模
企
業
振
興
委
員
は
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
や
専
門
指
導
員

を
い
つ
で
も
紹
介
す
る
皆
様
の
お
世
話
役
で
す
。
相
談
料
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

○
お
近
く
の
小
規
模
事
業
者
と
の
円
滑
な
連
絡

　

○
担
当
地
区
内
の
小
規
模
事
業
者
の
実
態
の
把
握

　

○
小
規
模
事
業
対
策
の
情
報
の
提
供
、
資
料
の
配
布
と
Ｐ
Ｒ

　

○
商
工
会
議
所
事
業
の
連
絡
・
普
及
・
啓
蒙 お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

小
規
模
企
業
振
興
委
員

経
営
指
導
員
と
の
パ
イ
プ
役

経営指導員とのパイプ役

経
営
上
の
問
題
点
を
相
談

相
談
事
の
取
り
次
ぎ

経
営
改
善
策
を
相
談

相
談
ご
と
の
取
り
次
ぎ

施
策
の
P
R

各
種
情
報
提
供

施
策
の
P
R

各
種
情
報
提
供

経営改善策を相談

小
規
模
企
業

振
興
委
員

専
門
指
導
員

●
弁
護
士
●
税
理
士

●
中
小
企
業
診
断
士

商
工
会
議
所

●
経
営
指
導
員

会
員
事
業
所

  

（
あ
な
た
） お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

企
業
経
営
の

身
近
で
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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４
月
19
日
（
木
）
、
第
29
回
通

常
総
会
を
霞
月
楼
に
お
い
て
開
催

し
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
大
山

直
樹
（
再
任
）
、
副
会
長
に
は
田

中
義
法
（
新
任
）
、
尾
形
泰
久

（
再
任
）
、
説
田
和
彦
（
新
任
）
、

大
竹
信
長
（
新
任
）
の
４
名
が
再

任
さ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

　

平
成
24
年
度

の
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た

大
山
直
樹
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
い
ま
だ
に

原
発
放
射
能
問
題
に
よ
る
風
評
被

害
で
、
愛
す
る
地
域
は
今
ま
で
に

な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
経

営
難
や
冷
え
込
む
経
済
が
懸
念
さ

れ
、
我
々
の
商
工
業
も
困
難
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め

に
責
任
世
代
で
あ
る
私
た
ち
青
年

が
復
興
の
原
動
力
と
し
て
立
ち
上

が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
急
速
な
勢
い
で
変
化
し
て
い

ま
す
。
新
市
庁
舎
建
設
計
画
、
国

民
宿
舎
水
郷
の
存
続
問
題
、
土
浦

駅
北
口
開
発
、
川
口
運
動
公
園
再

開
発
等
、
新
し
い
土
浦
を
継
い
で

い
く
私
た
ち
は
、
地
元
地
域
繁
栄

の
た
め
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
青
年
経
済
人

は
、
自
企
業
の
発
展
の
た
め
研
鑽

を
積
み
、
変
化
す
る
環
境
に
適
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
青
年
部
活
動
も
、
地

域
を
大
切
に
思
う
同
志
が
集
結
し
、

青
年
の
観
点
か
ら
提
案
を
繰
り
返

し
、
地
域
の
魅
力
向
上
、
振
興
の

た
め
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
我
々
の
活
動
目
的

を
見
つ
め
、
集
結
・
提
案
・
実
行

３
つ
の
言
葉
を
軸
に
、
新
た
な
時

代
の
た
め
に
活
動
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

集
結
・
提
案
・
実
行　

集
結
・
提
案
・
実
行　

土
浦
商
工
会
議
所
青
年
部
「
第
29
回
通
常
総
会
」

〜
青
年
の
元
気
で
未
来
を
創
ろ
う
〜

　

４
月
16
日
、
土
浦
商
工
会
議
所

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
当
会
第
37
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
が

行
わ
れ
、
会
長
に
阿
部
ふ
く
江

（
新
任
）
、
副
会
長
に
安
藤
真
理

子
（
再
任
）
、
古
宇
田
文
子
（
再

任
）
、
石
田
百
合
子
（
新
任
）
の

４
名
が
選
任
さ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

土
浦
商
工
会
議

所
女
性
会
は
、

昭
和
50
年
に
設

立
し
、
今
年
で

37
年
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
の
間
、
歴
代
会
長
を
は
じ
め

先
輩
方
は
、
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
地
域
経
済
団
体
の
一
翼
を
担
っ

て
参
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
会
長
職
の
拝
命
に
あ

た
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
ど
の
よ

う
に
継
承
し
、
ま
た
次
の
代
に
引

き
継
い
で
い
く
べ
き
か
、
改
め
て

重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
日

本
経
済
全
体
に
大
き
な
影
を
お
と

し
て
お
り
、
私
た
ち
の
地
域
経
済

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中

で
の
女
性
会
の
活
動
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
会
員
相
互
の
連
帯
と
、

女
性
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫
、
感

性
、
優
し
さ
を
も
っ
て
、
愛
す
る

土
浦
の
発
展
と
活
性
化
に
寄
与
し

て
参
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
カ
レ
ー
販
売

　

４
月
８
日
桜
ま
つ
り
、
４
月
15

日
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
５
０

５
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
い

て
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
カ
レ
ー
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
多
数
の
来
場
者

に
好
評
で
し
た
。

第
37
回
土
浦
商
工
会
議
所 

女
性
会
通
常
総
会

さくらまつり

多数の参加のもと開催

かすみがうらマラソン５０５ランナーズビレッジ
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2
0
1
2
キ
ラ
ラ
ま
つ
り

キ
ラ
ラ
広
場
（
大
国
駐
車
場
）
で
の
出
店
者
を
大
募
集

お
祭
り
を
盛
上
げ
地
域
活
性
化

１
．
日　

時

　
　

平
成
24
年
８
月
５
日
（
日
）

　
　

13
時
〜
20
時
30
分

２
．
場　

所

　
　

キ
ラ
ラ
広
場
（
大
国
中
央
駐
車
場
）

３
．
出
店
業
種
：

　
　

飲
食
店
（
土
浦
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
に
限
る
）

　
　

家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
よ
う
な
斬
新
な
料
理
を
ご
提
供
く
だ
さ

い
！

４
．
出
店
料
等
：

　
　

無
料

　
　

テ
ン
ト
２
ｋ×

1.5
ｋ
程
度

　
　

＊
追
加
備
品
（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
10
㎏
１
本×

２
千
円
、
コ
ン
ロ
１

台
１
千
円
）

　
　

ご
自
分
で
ご
用
意
さ
れ
る
方
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

５
．
先
着
順
：
最
大
10
店
舗
を
予
定
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
）

　
　

＊
出
店
内
容
が
重
複
す
る
場
合
は
、
当
方
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

６
．
受
付

　
　

土
浦
商
工
会
議
所
青
年
部　

事
務
局　

ま
で

　
　

0
2
9

－

8
2
2

－

0
3
9
1

0
2
9

－

8
2
2

－

8
8
4
4

７
．
受
付
期
限　

　
　

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

 

腕
自
慢
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
大

小
様
々
な
さ
つ
き
盆
栽
が
集
ま
り

華
を
競
い
ま
す
。

日　

時 

平
成
24
年
６
月
１
日
㈮
〜

６
月
５
日
㈫　

10
時
〜
17
時

場　

所 

さ
ん
・
あ
ぴ
お
「
セ
ン
タ

ー
コ
ー
ト
」土
浦
市
大
畑
１
６
１
１

○
即
売
会
同
時
開
催　

　
　

販
売
品
は
、
皐
月
、
山
野
草
、    

　
　

草
物
盆
栽
、
鉢
等

○
皐
月
作
り
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

（
展
示
期
間
中
）

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
開
催　

　
　

６
月
２
日
㈯
13
時
30
分
〜

　
　

皐
月
、
松
柏
、
雑
木
、
草
物

　
　

盆
栽
、
鉢
等

○
花
後
の
剪
定
実
技
講
習
会
の
開
催

　
　

６
月
３
日
㈰
13
時
30
分
〜

 

主　

催　

土
浦
皐
月
会

日　

時
：
７
月
５
日
㈭
18
時
30
分

〜
20
時
10
分

場　

所
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
：
お
醤
油
っ
て
素
晴
ら
し

い

土
浦
の
醤
油
の
歴
史
と
美
味

し
い
醤
油
の
見
分
け
方

講　

師
：
柴
沼　

秀
篤 

氏
（
柴
沼

醤
油
醸
造
㈱
執
行
役
員　

取
締
役

営
業
本
部
長
）

　

関
東
三
大
醸
造
地
と
し
て
江
戸

時
代
か
ら
栄
え
た
、
土
浦
の
醤
油
。

美
味
し
い
醤
油
の
今
と
昔
と
未
来
、

老
舗
醤
油
屋
奮
闘
記
な
ど
、
こ
の

時
だ
か
ら
こ
そ
盛
り
だ
く
さ
ん
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
わ
せ
・
申
込
先
：
県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

８
２
６

－

１
１
０
１

第
３
回 

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
サ
ロ
ン

「
木
曜
夜
話
」

第
３
回 

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
サ
ロ
ン

「
木
曜
夜
話
」

無
料
講
座
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開
催
日
時

　
　

平
成
24
年
4
月
9
日
（
月
）

　
　

午
後
3
時
30
分
〜
5
時

開
催
場
所

　
　

土
浦
商
工
会
議
所

議
事
案
件
（
議
件
）

議
件
第
１
号　

　

顧
問
・
参
与
の
変
更
に
伴
う
委

嘱
に
つ
い
て

議
件
第
２
号　

　

第
82
回 

通
常
議
員
総
会
の
開
催

に
つ
い
て

議
件
第
３
号

　

小
規
模
企
業
振
興
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

議
件
第
４
号

　

商
工
調
停
士
・
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
委
嘱
に
つ
い
て

議
件
第
５
号

　

新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

報
告
・
連
絡
事
項

　

１　

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

に
つ
い
て

　

２　
（
仮
称
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ

く
ば
に
つ
い
て

　

３　

土
浦
ま
ち
な
か
元
気
市

　
　
　
（
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
）

に
つ
い
て

　

４　

平
成
24
年
度 
事
務
局
体
制

に
つ
い
て

　

５　

青
年
部
よ
り

　

６　

女
性
会
よ
り

　

７　

そ
の
他

協
議
事
項

　

１　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
土
浦
店

に
関
す
る
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

会 員 情 報
事業所名　 代表者名 業　　　　種 所　　在　　地 ＴＥＬ

あっさり中華料理 廣州飯店

高津建装

（有）光栄商会

（株）ティーキューオー

ビジネスホテル トキワ

（有）佐藤産業

高橋特殊工事（株）

ほっともっと真鍋店

（有）イー・エス・シー

（株）都市環境計画研究所

中華レストラン

一般建築塗装・防水工事

旅館（宿泊）

理化学機器製造、アミューズメント
製造、食品機械製造

ビジネスホテル

廃棄物収集運搬

工事用仮設鋼材の加工

食品小売

不動産の売買・賃貸・管理

都市計画コンサルタント

土浦市神立町１７５１－１

土浦市下高津３丁目１０－１９

土浦市桜町４丁目５－１

土浦市中貫１４０５－１

土浦市蓮河原新町３－１２

土浦市荒川沖６－３２９

稲敷郡阿見町若栗１７１５－５

土浦市真鍋６丁目７１７－２

土浦市真鍋３丁目１３－３４

東京都千代田区岩本町３－２－１

832-1333

822-3481

821-0402

832-0022

822-9378

804-1153

887-8371

835-4556

821-9198

03-3861-4090

平澤　康信

相川　芳純

林　　盛桂

小俣　良次

磯前　繁之

佐藤　京行

高橋　英明

和田　拓也

塚本恵久子

泉　　耿介

２
日 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
本
社
へ
の

　
　

 

要
望
活
動

　
　

 

青
年
部
正
副
特
別
会
議

３
日 

T
P
P
勉
強
会

　
　

 

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

　
　

 

等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

　
　

 

に
関
す
る
視
察

４
日 

正
副
会
頭
会
議

　
　

 

汚
染
負
荷
量
申
告
説
明
会

５
日 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
2
0
1
2

　
　

 

主
催
団
体
並
び
に
正
副
委
員

　
　

 

長
会
議

６
日 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
本
社
担
当

　
　

 

者
来
所

８
日 

土
浦
桜
ま
つ
り
2
0
1
2
イ

　
　

 

ベ
ン
ト
開
催

９
日 

常
議
員
会

　
　

 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
2
0
1
2

　
　

 

第
１
回
実
行
委
員
会

10
日 

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー（
〜
11
日
）

11
日 

名
物
弁
当
事
業
者
部
会

13
日 

観
光
部
会
正
副
部
会
長
会
議

　
　

 

土
浦
薪
能
倶
楽
部
総
会

　
　

 

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

　
　

 

等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

　
　

 

説
明
会

15
日 

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

 

ま
ち
な
か
元
気
市
・
ラ
ン
ナ

　
　

 

ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

16
日 

女
性
会
通
常
総
会

17
日 

土
浦
市
消
費
生
活
連
絡
協
議

　
　

 

会
総
会

　
　

 
石
岡
商
工
会
議
所
女
性
会　

　

 　

30
周
年
記
念
式
典

　
　

 

サ
ウ
ン
ド
蔵
実
行
委
員
会

18
日 

マ
ル
経
審
査
会

　
　

 

泳
げ
る
霞
ヶ
浦
市
民
フ
ェ
ス

　
　

 

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

19
日 

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

　
　

 

等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

　
　

 

勉
強
会

　
　

 

自
治
金
融
審
査
会

　
　

 

つ
ち
う
ら
カ
リ
ー
物
語
事
業

　
　

 

者
部
会
総
会

　
　

 

青
年
部
通
常
総
会

20
日 

県
連
専
務
理
事
会
議

　
　

 

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

　
　

 

等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

　
　

 

説
明
会

　
　

 

土
浦
の
雛
ま
つ
り
反
省
会

22
日 

土
浦
市
相
撲
連
盟
定
時
総
会

　
　

 

中
城
天
満
宮
大
祭
表
彰
式

　
　

 

中
城
通
り
お
か
み
さ
ん
会
天

　
　

 

神
市

23
日 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
七
夕
お

　
　

 

ど
り
委
員
会

　
　

 

県
青
連
総
会

24
日 

県
女
連
役
員
会
議

　
　

 

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

　
　

 

等
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

　
　

 

申
請
受
付（
５
月
11
日
ま
で
）

　
　

 

土
浦
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
新
郷
土
民

　
　

 

謡
お
ど
り
委
員
会

25
日 

女
性
会
新
旧
正
副
会
長
懇
談
会

　
　

 

中
城
天
満
宮
大
祭
神
事

26
日 

N
P
O
ま
ち
づ
く
り
活
性
化

　
　

 

土
浦
理
事
会

　
　

 

青
年
部
関
東
大
会
P
R

27
日 

商
工
観
光
主
要
事
業
打
合
会

　
　

 

名
物
弁
当
事
業
者
部
会

30
日 

髙
安
土
浦
後
援
会
定
時
総
会

　
　

 

・
激
励
会

事
務
局
日
誌

２
０
１
２
年
４
月
１
日
〜
４
月
30
日



1　応募資格
⑴どなたでも参加できます。（土浦市内外問わず参加できます。）
⑵出場は原則として1チーム30人以上です。　（30人以下の場合は事務局までお問い合わせください）
⑶ジュニア賞併願希望は、参加者の 20人以上を小学生以下で構成してください。
2　応募方法
参加申込は応募用紙に必要事項を記入の上、6月29日（金）（当日消印有効）までに事務局宛に送付し
て下さい。FAXでの申込みもできます。
3　演舞方法について　（守られなかった場合、減点対象となります）
⑴おどりかたは原則 2列縦隊の“流しおどり”です。
⑵審査会場・おどりの配列・コースなどは応募締め切り後、参加チーム代表者会議を開催して協議、決
定します。※参加人数が 100名以上のチームは、3列縦隊となります。

⑶審査ゾーン（約 40㍍）の通過（先頭の進入から最後尾の通過）までは、4分程度内でお願いします。
⑷振り付け ̶ 自由に！！（但し、流し踊りに限ります。）

※非常時にチームの避難誘導・指示を行う「安全管理者」の設置をお願いします。（概ね10名に一人）
また、安全管理者のうち、安全管理代表者の選任をお願いします。
※チーム名は○○連と最後に連をつけてください。　
※先頭のかたが持つ「プラカード」は各チームで製作をお願いします。　
※参加チームの代表者会議（抽選会）を、7月11日（水）14：00より、土浦商工会議所 3Fホールで
開催いたしますので、各チームの代表者の方は必ず出席してください。なお、抽選は、ジュニア賞併願
希望チームからとなります（踊る順番は、ジュニア賞併願希望チーム終了後、一般のチームとなります）
※代表者会議終了後、15：00（予定）より同会場で、七夕おどり練習会（基本おどり）を開催いたします。
　参加を希望するチームは応募用紙（土浦商工会議所ホームページからダウンロードできます）に記入
してください。

1　応募資格
⑴どなたでも参加できます。（土浦市内外問わず参加できます。）
⑵出場は原則として1チーム30人以上です。　（30人以下の場合は事務局までお問い合わせください）
⑶ジュニア賞併願希望は、参加者の 20人以上を小学生以下で構成してください。
2　応募方法
参加申込は応募用紙に必要事項を記入の上、6月29日（金）（当日消印有効）までに事務局宛に送付し
て下さい。FAXでの申込みもできます。
3　演舞方法について　（守られなかった場合、減点対象となります）
⑴おどりかたは原則 2列縦隊の“流しおどり”です。
⑵審査会場・おどりの配列・コースなどは応募締め切り後、参加チーム代表者会議を開催して協議、決
定します。※参加人数が 100名以上のチームは、3列縦隊となります。

⑶審査ゾーン（約 40㍍）の通過（先頭の進入から最後尾の通過）までは、4分程度内でお願いします。
⑷振り付け ̶ 自由に！！（但し、流し踊りに限ります。）

※非常時にチームの避難誘導・指示を行う「安全管理者」の設置をお願いします。（概ね10名に一人）
また、安全管理者のうち、安全管理代表者の選任をお願いします。
※チーム名は○○連と最後に連をつけてください。　
※先頭のかたが持つ「プラカード」は各チームで製作をお願いします。　
※参加チームの代表者会議（抽選会）を、7月11日（水）14：00より、土浦商工会議所 3Fホールで
開催いたしますので、各チームの代表者の方は必ず出席してください。なお、抽選は、ジュニア賞併願
希望チームからとなります（踊る順番は、ジュニア賞併願希望チーム終了後、一般のチームとなります）
※代表者会議終了後、15：00（予定）より同会場で、七夕おどり練習会（基本おどり）を開催いたします。
　参加を希望するチームは応募用紙（土浦商工会議所ホームページからダウンロードできます）に記入
してください。
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心をひとつに、まちなかに活気と賑わいを取り戻せるよう、みんなで楽しもう！！心をひとつに、まちなかに活気と賑わいを取り戻せるよう、みんなで楽しもう！！
 ○と　き：
 ○ところ：土浦市内目抜き通り
 ○課題曲：土浦まつりうた
 ○賞　金：優　勝 30万円（1チーム）
　　　　　 準優勝 20万円（1チーム）
　　　　　 ３　位 10万円（1チーム）
          　　特別賞   5万円（7チーム）
　　　　　　　（楽しさ、独創性、チームワーク各部門賞他）
　　　　　 ジュニア賞（2万円相当の賞品）（1チーム）
　　　　　　　  申請資格（20人以上が小学生以下で構成）

☆ジュニア賞受賞チーム及びその他入賞以外のチームには参加賞（３万円）があります。　　

土浦キララまつり実行委員会　七夕おどり事務局
電話029-822-0391　Fax029-822-8844（土浦市中央2丁目2-16土浦商工会議所内）

土浦キララまつり実行委員会　七夕おどり事務局
電話029-822-0391　Fax029-822-8844（土浦市中央2丁目2-16土浦商工会議所内）

☆優勝したチームは翌年のキララまつりで
　　　　　　　　　　　　模範演技をご披露いただきます。（審査対象にはなりません）

土浦キララまつり実行委員会では2012七夕おどりの参加団体を募集しています。

うとつ うでひとつに まちなかに活気と ししち うに活気 わいを せ よ んひとつに まちなかに活気 賑わいを取り うう！ん ！！！！なか う心 ひ 賑わい うと とと心をひとつに、まちなかに活気と賑わいを取り戻せるよう、みんなで楽しもう！！

キララままつつりり実実行行委委員員会会ででははは 2七夕夕おおどどりりのの参参加加団体を募集しています土浦キ ます。ははは2200112七夕夕11キララまつり実行委員会ではは2012七夕おどりの参加団体を募集しています土浦キ はは2012七夕

ームワーク各部門賞他）他）ームワーク各部門賞他）
）（1チーム）賞品）（1チーム）

参加 （（３万円）があります参加賞賞（（３３万円）があります

上記各賞との

ダブル授賞も
ねらえます!!
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４
月
10
・
11
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
当
所
並
び
に
土
浦
地
区
電

信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
の
主
催
に
よ

る
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。

　

16
社
37
名
の
受
講
者
を
集
め
行

わ
れ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
初
日

に
成
木
大
地
氏
（
㈱
N
T
T
東
日

本

－

茨
城　

土
浦
営
業
支
店
長
）

に
よ
る
講
話
「
新
入
社
員
に
期
待

す
る
こ
と
」
が
行
わ
れ
た
後
、
皆

川
洋
子
氏
（
㈱
エ
ミ
ー
）
に
よ
る
、

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
に
つ
い

て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
渡
辺
満
枝
氏
（
㈱
エ

ミ
ー
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
、
話

し
方
や
立
ち
居
振
る
舞
い
、
こ
と

ば
づ
か
い
や
電
話
対
応
、
名
刺
交

換
や
訪
問
マ
ナ
ー
・
来
客
の
対
応

と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基

本
な
ど
実
践
型
の
研
修
が
行
わ
れ

た
。　

　

ど
の
講
義
も
皆
真
剣
に
聞
き
入

り
、
緊
張
感
の
中
に
も
充
実
し
た

２
日
間
を
送
っ
た

２
０
１
２
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

最
近
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
第
３

号
記
録
不
整
合
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
私
の

年
金
に
も
関
わ
っ
て
く
る
よ
う

な
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、

強
制
加
入
の
国
民
年
金
の
被

保
険
者
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ

り
、
そ
れ
は
第
１
号
被
保
険
者
、

第
２
号
被
保
険
者
、
第
３
号
被

保
険
者
で
す
。
い
ず
れ
も
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
者
で
、
第
１

号
被
保
険
者
は
自
営
業
主
等
、

第
２
号
被
保
険
者
は
厚
生
年
金

保
険
な
ど
の
被
用
者
年
金
各
法

の
被
保
険
者
、
第
３
号
被
保
険

者
は
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
夫
を
持
つ
専
業
主
婦

等
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま

す
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
者
の
方
の
現
状
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

私
の
夫
は
自
営
業
を
し
て
い

て
、
今
は
夫
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
夫
は
、
以
前
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
て
、

そ
の
頃
は
夫
の
扶
養
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
配
偶
者

（
夫
）
の
方
が
会
社
勤
め
を

し
て
い
た
頃
は
配
偶
者
の
方
は

第
２
号
被
保
険
者
、
専
業
主
婦

だ
っ
た
あ
な
た
は
第
３
号
被
保

険
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
配
偶
者
の
方

が
会
社
を
退
職
し
た
と
き
に
は

専
業
主
婦
の
方
は
第
３
号
被
保

険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

で
も
、
例
え
ば
専
業
主
婦
だ
っ

た
妻
の
収
入
が
増
え
、
夫
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
も
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

届
出
が
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

よ
り
、
実
際
に
は
第
１
号
被
保

険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
３
号
被
保
険
者
期
間
と
し
て

年
金
記
録
が
管
理
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
の
が
「
第
３
号
記
録

不
整
合
問
題
」
な
の
で
す
。
こ

の
届
出
が
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
と
、

年
金
の
請
求
時
に
過
去
に
遡
っ

て
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
、
保
険

料
を
納
付
し
て
い
な
い
こ
と
に

よ
り
年
金
が
減
額
さ
れ
て
し
ま

う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
受

給
資
格
を
満
た
さ
な
い
た
め
年

金
を
も
ら
え
な
く
な
る
と
い
う

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
国
民
年

金
の
記
録
の
確
認
を
進
め
、
不

整
合
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

方
に
対
し
て
記
録
訂
正
に
必
要

な
届
出
の
勧
奨
を
行
い
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
の
お
願
い

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
保
険
料
の
納
付

も
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
２
年
ま

で
し
か
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
が
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
の
期
間
限
定

で
、
国
民
年
金
の
後
納
保
険
料

の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
間
は
納
付
可
能
期
間
が
10

年
間
に
延
長
さ
れ
ま
す
。
こ
の

期
間
が
経
過
す
る
と
後
納
保
険

料
の
納
付
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
申
出
日
の
属
す
る

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
を

越
え
る
期
間
の
保
険
料
を
納
付

す
る
際
に
は
、
保
険
料
に
加
算

額
が
か
か
り
ま
す
。

　

年
金
記
録
に
つ
い
て
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
年
金
事
務
所
や

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、

お
早
め
に
確
認
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
者

社
労
士

質
問
者

社
労
士

渡辺氏による実技講座 成木氏による講演
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◆育児・介護休業法の概要◆

　男女ともに、仕事と家庭の両立が出来る働き方の実現を目指し、平成21年に育児・介護休業法が改正さ
れました。
　本年７月１日より、これまで適用が猶予されていた下表※の制度について従業員が100人以下の事業主
にも適用になり、これらの制度については就業規則に整備する必要があります。
　規定例及び各種申出書例は茨城労働局ホームページより、ダウンロードしてご利用いただけます。
【URL】
http://ibaraki-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_tetsuzuki/koyou_kintou/hourei_seido
/gyoumu07_02.html

育児休業制度

介護休業制度

子の看護休暇

介護休暇（※）

所定外労働の制限（※）

法定時間外労働の制限

深夜業の制限

短時間勤務制度等

１歳までの子の育児のために（一定の場合は１歳６ヶ月、パパ・ママ育休プラス
は１歳２ヶ月まで）仕事を休める制度です。
介護のために対象家族１人につき１要介護状態ごとに１回、通算して93日まで仕
事を休める制度です。
小学校就学前の子どもの病気の看護などのために子が１人の場合は年５日、２人
以上の場合は年10日仕事を休める制度です。
介護などの必要のある日について対象家族が１人の場合は年５日、２人以上の場
合は年10日仕事を休める制度です。

３歳までの子の育児のために残業が免除される制度です。

小学校就学前の子の育児・介護のために残業時間に一定の制限（１ヶ月24時間、
１年150時間）を設ける制度です。
小学校就学前の子の育児・介護のために深夜（午後10時～午前５時）の就労を制
限する制度です。
３歳までの子の育児のために短時間勤務（１日６時間）ができる制度です（※）
介護のために短時間勤務などができる制度です。

【問い合わせ先】茨城労働局雇用均等室 〒310－8511　水戸市宮町1ー8ー31
電話：029-224-6288

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
期
間
は
、

平
成
21
年
度
よ
り
、
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
特
例
措
置
と
し
て
、
申
告
・

納
付
期
限
が
７
月
29
日
ま
で
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度

は
、
従
来
ど
お
り
６
月
１
日
〜
７

月
10
日
ま
で
が
更
新
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

茨
城
労
働
局
保
険
徴
収
室

　

〒
３
１
０

－

８
５
１
１

　

水
戸
市
宮
町
１
丁
目
８
番
31
号

０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
３

ま
た
は
、

各
労
働
基
準
監
督
署

各
公
共
職
業
安
定
所

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
期
間
は
、

平
成
21
年
度
よ
り
、
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
特
例
措
置
と
し
て
、
申
告
・

納
付
期
限
が
７
月
29
日
ま
で
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度

は
、
従
来
ど
お
り
６
月
１
日
〜
７

月
10
日
ま
で
が
更
新
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

茨
城
労
働
局
保
険
徴
収
室

　

〒
３
１
０

－

８
５
１
１

　

水
戸
市
宮
町
１
丁
目
８
番
31
号

０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
３

ま
た
は
、

各
労
働
基
準
監
督
署

各
公
共
職
業
安
定
所

　

こ
の
絵
地
図
は
、
「
歩
い
て
楽

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
、
内
容
は

「
ま
ち
歩
き
講
座
」
を
開
催
し
、

収
集
し
た
掲
載
情
報
を
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

絵
地
図
の
部
分
は
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

こ
ん
に
ち
は　

い
っ
と
６
け
ん
」

の
散
歩
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て
い

る
絵
地
図
師
で
散
歩
の
達
人
の
高

橋
美
江
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

絵
地
図
は
、
手
書
き
の
暖
か
い

タ
ッ
チ
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
裏

面
は
、
双
六
形
式
に
な
っ
て
い
て

遊
び
な
が
ら
土
浦
の
ま
ち
な
か
の

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
図
の
形
式
は
、
携
帯

に
便
利
な
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納

で
き
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
開
閉
で
き

る
ミ
ウ
ラ
折
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
さ
し

上
げ
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
８
２
２

－

０
３
９
１

商
工
振
興
課

「
土
浦
お
散
歩
絵
地
図
」の
ご
案
内
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４
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

　

４
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
１
６
．
８
と
、
前
月
か

ら
＋
７
．
１
ポ
イ
ン
ト
と
２
カ
月

連
続
で
大
幅
に
改
善
。
復
興
需
要

の
波
及
効
果
が
及
び
始
め
た
こ
と

に
加
え
、
自
動
車
の
輸
出
増
加
に

伴
う
製
造
業
の
改
善
な
ど
が
要
因
。

し
か
し
、
比
較
対
象
の
前
年
同
月

（
２
０
１
１
年
４
月
）
は
東
日
本

大
震
災
後
で
業
況
Ｄ
Ｉ
が
過
去
最

大
の
悪
化
幅
（
前
月
比
▲
１
１
．

８
）
を
記
録
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
寸
断
に
よ
る
生
産
の
停
止
・

縮
小
や
、
自
粛
ム
ー
ド
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
な
ど
、
各
地
で
景

況
感
が
大
き
く
低
迷
し
た
時
期
。

実
態
は
超
円
高
の
長
期
化
、
取
引

先
の
海
外
移
転
等
に
伴
う
受
注
の

減
少
、
原
油
価
格
の
高
止
ま
り
や

電
力
料
金
の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト

増
な
ど
を
背
景
に
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
０
．
２
（
今

月
比
▲
３
．
４
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

悪
化
す
る
見
込
み
。
超
円
高
や
原

油
価
格
の
高
止
ま
り
の
長
期
化
に

加
え
、
今
夏
の
電
力
供
給
不
足
に

よ
る
事
業
活
動
へ
の
影
響
懸
念
か

ら
、
先
行
き
は
依
然
と
し
て
慎
重

な
判
断
と
な
っ
て
い
る
。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
４
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
改
善
続
く
も
、
先
行
き
は
慎
重
な
見
方
変
わ
ら
ず

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通し

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

▲35.5

▲30.1

▲29.2

▲32.9

▲44.1

▲38.0

2011年
11月

▲33.4

▲29.1

▲27.6

▲27.6

▲42.0

▲36.2

2月

▲23.9

▲33.6

▲15.3

▲27.4

▲30.0

▲18.1

3月

▲16.8

▲24.0

▲9.5

▲17.3

▲27.5

▲9.6

4月

▲20.2

▲29.7

▲20.1

▲8.6

▲21.8

▲18.0

先行き見通し
5～7月

▲34.9

▲34.0

▲24.8

▲35.9

▲42.5

▲37.7

12月

▲31.9

▲29.0

▲25.6

▲22.3

▲40.3

▲36.2

2012年
1月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）

　

市
で
は
、
ま
ち
な
か

を
楽
し
く
回
遊
・
散
策

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

中
心
市
街
地
に
鯉
の
ぼ
り
を
装
飾
。

　

特
に
、
亀
城
公
園
に
は
、
お
堀

を
飾
る
多
く
の
鯉
の
ぼ
り
と
と
も

に
、
芝
生
広
場
に
高
さ
約
16
メ
ー

ト
ル
の
ポ
ー
ル
を
立
て
、
シ
ン
ボ

ル
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
た
。

　

更
に
、
中
心
市
街
地
商
店
街
に

お
い
て
は
、
市
内
の
幼
稚
園
児
、

約
1
，0
0
0
名
の
願
い
事
を
入
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
鯉
の
ぼ
り
を
装
飾
。

端
午
の
節
句
に
合
わ
せ
、
４
月
中

旬
か
ら
約
１
か
月
間
、
中
心
市
街

地
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
り
、
活
気
と
元
気
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
。
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４
月
号　

数
字
で
脳
ト
レ
解
答

Ａ×Ｆ＝12　Ｂ＋Ｃ＝Ｉ

5
Ｄ×Ｆ＝54　Ａ×Ｂ＝Ｇ

5

4 2 1

6 7 9

8 3

数
字
で

数
字
で

数
字
で

0

÷

－

＋

×

5
2

7

脳
トトト
レレレ

【
解
き
方
一
例
】

計
算
式
よ
り
、Ｄ

と
Ｆ
は
6
と
9
の

い
ず
れ
か
。
不
等

号
よ
り
、Ｄ
は
6
、

Ｆ
は
9
。
不
等
号

よ
り
、Ｅ
と
Ｇ
は

7
と
8
の
い
ず
れ

か
。計
算
式
よ
り
、

Ｇ
は
7
で
は
な
い
ゆ
え
に
Ｅ
は
7
、Ｇ
は
8
。

計
算
式
よ
り
、Ａ
と
Ｂ
は
2
と
4
の
い
ず
れ
か
。

不
等
号
よ
り
、Ａ
は
4
、Ｂ
は
2
。不
等
号
よ

り
、Ｃ
は
1
。
不
等
号
よ
り
、Ｈ
は
5
、Ｉ
は

3
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
人
な
ら
誰
で

も
「
時
間
を
も
っ
と
有
効
に
使
い

た
い
」
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
登
場
で
、

仕
事
の
ス
タ
イ
ル
も
ず
い
ぶ
ん
変

わ
り
ま
し
た
。
今
、
時
間
の
有
効

活
用
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
ト

レ
ン
ド
は
、
市
場
で
爆
発
的
に
売

れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
、

テ
レ
ビ
の
全
部
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

丸
ご
と
録
画
で
き
る
レ
コ
ー
ダ
ー

で
す
。

　

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
６

つ
か
ら
８
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
全

部
、
24
時
間
、
し
か
も
１
週
間
か

ら
２
週
間
の
期
間
に
わ
た
っ
て
録

画
で
き
る
レ
コ
ー
ダ
ー
が
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
周
辺
機

器
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
な
る
と
、
番
組
の
録
画
予

約
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
が
な

く
な
り
ま
す
し
、
録
り
逃
し
も
な

く
な
り
ま
す
。
単
に
番
組
の
見
逃

し
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
活
用
法
を
考
え
る
と
仕
事
を
す

る
人
に
と
っ
て
は
時
間
活
用
の
考

え
方
が
変
わ
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
週
末
に
１
週
間
分
の

ニ
ュ
ー
ス
解
説
を
ま
と
め
て
見
た

り
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
物
に

関
す
る
情
報
を
放
送
局
や
日
時
を

超
え
て
追
い
か
け
て
収
集
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
普
段

な
ら
見
な
い
よ
う
な
語
学
の
番
組

を
、
空
い
た
時
間
に
ま
と
め
て
お

さ
ら
い
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
視
聴
時
間
に
縛
ら
れ
て

い
た
テ
レ
ビ
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

を
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
再
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

レ
コ
ー
ダ
ー
が
、
日
常
の
忙
し

い
時
間
を
使
わ
ず
に
、
ま
と
め
て

「
空
い
た
時
間
へ
作
業
を
シ
フ
ト

さ
せ
る
」
と
い
う
考
え
方
な
の
に

対
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
少

し
違
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
電
話
や
メ
ー
ル
の
機
能
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
利
用
し
て
「
日
常
の
隙

間
の
時
間
を
活
用
す
る
」
た
め
の

道
具
で
す
。
通
勤
電
車
の
ち
ょ
っ

と
し
た
待
ち
時
間
に
ニ
ュ
ー
ス
や

メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
メ

モ
を
使
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

に
ア
ッ
プ
し
た
り
と
い
っ
た
使
い

方
が
で
き
ま
す
。
ワ
ン
セ
グ
を
使

っ
て
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

実
は
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
「
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
ネ

ッ
ト
」
で
は
、
昨
年
末
か
ら
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
の

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

は
午
前
９
時
台
や
お
昼
休
み
の
時

間
帯
が
多
い
の
に
対
し
て
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
午
前
７
〜
８

時
台
、
そ
し
て
夕
方
の
時
間
が
多

い
こ
と
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
へ
の
行

き
帰
り
の
隙
間
時
間
に
情
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

時
間
の
有
効
活
用
の
も
う
一
つ

の
要
素
は
「
限
ら
れ
た
時
間
内
に

ど
れ
だ
け
多
く
の
作
業
を
こ
な
す

か
」
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ス
キ
ル

に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
す
。
ま

た
別
の
機
会
に
考
察
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
副
編
集
長

渡
辺 

和
博

「
時
間
の
有
効
活
用
〜
『
３
つ
の
要
素
』

と
デ
ジ
タ
ル
機
器
〜
」
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M
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N
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㈲
土
浦
観
賞
魚

㈲
土
浦
観
賞
魚

住　

所

　
　

土
浦
市
蓮
河
原
新
町
二
ー
一
二

電　

話　

八
二
二
ー
八
九
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

八
二
六
ー
三
一
一
三

　

創
業
四
十
一
年
、
桜
町
で
小
さ

な
店
舗
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

蓮
河
原
新
町
に
移
転
し
営
業
中
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
大
型
魚
用

の
集
中
浄
化
設
備
の
設
置
、
金

魚
・
錦
鯉
の
ス
ト
ッ
ク
用
温
室
、

両
生
類
の
養
殖
用
低
温
室
を
増
設

す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
常
時
八
〇
〇
種

類
以
上
の
生
体
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
最
高
の
状
態
に
す

べ
く
、
日
々
笑
顔
で
努
力
し
、
県

内
指
折
り
の
店
と
好
評
を
戴
く
ま

で
に
な
り
し
ま
し
た
。

　

当
店
で
は
、
生
体
、
器
具
の
小

売
ば
か
り
で
は
な
く
、
法
人
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
癒
し
」
の
提
供
と
し
て
、
オ

フ
ィ
ス
・
福
祉
医
療
機
関
・
公
共

施
設
向
け
の
水
槽
・
生
体
の
リ
ー

ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
代
行
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
は
町
内
の
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
用
の
什
器
類
一
式
の

貸
出
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
セ
ラ
ピ
ー

と
し
て
話
題
と
な
っ
た
古
い
角
質

を
食
べ
て
く
れ
る
通
称
「
ド
ク
タ

ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
体
験
セ
ッ
ト

の
貸
出
し
、
販
売
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

 

今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
「
竜
の

落
と
し
子
」
と
共
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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